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今
回
の
改
正
は
、
さ
ら
な

る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
効
率
的
、
効
果
的
な
施
設

の
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、

都
市
公
園
で
は
こ
れ
ま
で
有

料
施
設
等
に
限
定
し
て
い
た

指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
範

囲
を
、
王
仁
公
園
、
香
里
ケ

丘
中
央
公
園
、中
の
池
公
園
、

東
部
公
園
及
び
鏡
伝
池
緑
地

の
５
公
園
緑
地
全
体
へ
拡
大

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
公
園
の
魅
力
向
上

に
つ
な
が
る
新
た
な
公
園
施

設
の
誘
致
を
図
る
こ
と
か
ら
、

王
仁
公
園
へ
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
�

Ｐ
Ｆ
Ｉ（
＊
１
）の
導
入
に
伴

い
、
本
市
の
附
属
機
関
と
し

て
「
都
市
公
園
施
設
設
置
者

選
定
委
員
会
」
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

管
理
監
督
責
任
を
果
た
し

公
園
の
魅
力
向
上
を

質
問

指
定
管
理
す
る
公
園

の
範
囲
拡
大
で
、
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
向
上
や
効
率
・
効
果

的
な
施
設
の
管
理
運
営
を
図

る
と
い
う
が
、内
容
を
聞
く
。

な
お
、
市
が
管
理
監
督
責

任
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
王

仁
公
園
プ
ー
ル
の
再
開
を
は

じ
め
、
５
公
園
の
魅
力
を
よ

り
高
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

多
世
代
が
安
心
し
て

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
適
切
な

日
常
管
理
や
市
に
よ
る
公
園

施
設
の
改
修
等
に
取
り
組
む
。

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
�
Ｐ
Ｆ
Ｉ

最
長
２０
年
の
長
期
管
理

慎
重
を
期
す
べ
き

質
問

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
�
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
＊
１
）な
ら
最
長
２０
年
も
の

長
期
管
理
が
可
能
と
い
う
が
、

市
民
の
共
有
財
産
を
一
事
業

者
に
占
有
さ
せ
る
こ
と
に
は

慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

５
年
後
の
公
園
全
体
の
指
定

管
理
者
の
公
募
選
定
時
に
再

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
市
民
に
収
益
を
還

元
す
る
仕
組
み
と
還
元
を
実

感
で
き
る
運
営
を
要
望
す
る
。

答
弁

２０
年
の
設
定
が
事
業

者
の
参
入
意
欲
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

下記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋め、
Ａ～Ｅを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。
応募方法 市議会ホームページに掲載の応募フォー
ム（左上コード）または、はがき、電子メール、ファ
クスに、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答え、
議会報の感想を書いて市議会事務局（〒５７３－８６６６住
所不要）へ。８月２５日必着。１人１通。抽せんで１０人
にクオカード（５００円分）をプレゼント！当選者の発
表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

本
３
案
件
は
、
東
部
地
域

に
お
け
る
道
路
交
通
網
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺

道
路
の
交
通
混
雑
の
緩
和
や

安
全
、
安
心
な
歩
行
空
間
の

確
保
、
防
災
機
能
の
強
化
を

図
る
た
め
、
牧
野
長
尾
線
、

長
尾
杉
線
に
係
る
道
路
整
備

工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
３
件
と
も
に
「
制

限
付
き
一
般
競
争
入
札
（
低

入
札
価
格
調
査
制
度（
＊
２
）

対
象
型
）
」
で
、
落
札
候
補

者
の
入
札
書
記
載
金
額
が
調

査
基
準
価
格
を
下
回
っ
て
い

た
た
め
、
低
入
札
価
格
調
査

を
行
っ
た
上
、
落
札
者
を
決

定
し
た
も
の
で
す
。

＊
１

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
�
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
公
募
設
置
管
理
制
度
）
…

都
市
公
園
に
お
い
て
飲
食
店
、

売
店
等
の
公
園
施
設
の
設
置

ま
た
は
管
理
を
行
う
民
間
事

業
者
を
、
公
募
に
よ
り
選
定

す
る
手
続
の
こ
と
。
事
業
者

が
設
置
す
る
施
設
か
ら
得
ら

れ
る
収
益
を
公
園
整
備
に
還

元
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
事

業
者
に
は
都
市
公
園
法
の
特

例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。

＊
２

低
入
札
価
格
調
査
制

度
…
調
査
基
準
価
格
を
設
定

し
て
同
価
格
を
下
回
る
入
札

が
あ
っ
た
場
合
に
は
落
札
を

保
留
し
、
そ
の
入
札
金
額
で

当
該
契
約
の
適
正
な
履
行
が

可
能
か
ど
う
か
を
調
査
及
び

審
査
し
、
落
札
者
を
決
定
す

る
制
度
の
こ
と
。

低
入
札
価
格
調
査
制
度

物
価
が
高
騰
す
る
中

対
象
工
事
の
拡
大
に
疑
問

質
問

物
価
高
騰
が
著
し
い

中
、
な
ぜ
今
、
低
入
札
価
格

調
査
制
度（
＊
２
）の
対
象
工

事
を
拡
大
し
た
の
か
。

な
お
、
業
者
が
無
理
に
低

価
格
で
応
札
し
な
い
よ
う
経

済
好
転
ま
で
同
制
度
を
停
止

し
、
最
低
制
限
価
格
制
度
を

基
本
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

固
定
値
の
最
低
制
限

価
格
を
聞
き
出
す
不
正
行
為

の
防
止
に
効
果
が
あ
り
導
入

を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
国

等
の
動
向
を
注
視
し
、
物
価

変
動
に
は
適
切
に
対
応
す
る
。

お問い合わせ

議会関係のカギ
のヒントが２・３面
にあるかも！

①人の手が入っていないこと。〇〇〇〇の自然。
⑥兵庫県南東部の衛星都市。大阪国際空港のエ
リアの大半は〇〇〇市にあります。

⑦枚方市の民間活用推進の取組の一つ、「〇〇
〇〇連携プラットフォーム」。

⑨地方自治法により、市議会では、議長と〇〇
議長各１人を選ばなければなりません。

⑪英語ではprofound mysteryなどと表現され
ま か

ます。摩訶〇〇〇。
⑫枚方寝屋川消防組合は、枚方市と寝屋川市と
で共同設立した〇〇〇〇〇組合です。

つの

⑮上あごの先が角のように伸びている大型の魚。
中でもバショウ〇〇〇は、魚類の中でもっと
も早く泳ぐともいわれます。

⑯人生、社会などに対して、深く豊富な思想を
ぞう けい

有する人。哲学思想などに造詣の深い人。
かん

⑲昔の愛媛県の呼び方。名産物は「〇〇柑」。
⑳議会の会期中で、本会議を開かない日を「〇
〇〇〇〇日」といいます。

う

㉑長良川のものが有名。鵜を操ってアユなどを
獲る漁法のこと。

㉓元素記号はZｎで表される、人体にとって重要
な微量ミネラル。

せい がん

㉔市議会が、提出された請願を審議し、賛同す
る議決を行うこと。

①枚方市議会では〇〇〇〇〇〇を年１回とし、その会
期をほぼ１年とする「通年議会制」を採用していま
す。

②「〇〇屋書店」は、枚方市が発祥の地です。
いろ がみ

③色紙などを細かく切って、お祝いの時などにまき散
らすもの。

④山梨県の県庁所在地、〇〇〇市。
⑤議会の本会議で、議案などについて論議し、結論を
出す一連の過程を指す議会用語。なお、枚方市議会
では、〇〇〇日程は市議会ホームページに掲載して
います。

⑧まだ消化していないこと。
⑩議会で行う議長や副議長の選挙で、得票数が同じと
き、当選者は〇〇で決めます。

⑬南米ペルーにある世界遺産、「ナスカの〇〇〇〇〇」。
き ぞく

⑭持ち主のないこと。民法第２３９条に「〇〇〇物の帰属」
の規定があります。

⑰町村においては、議会を置かない代わりに「町村〇
〇〇〇」を設けることができます。

⑱山野、荒地を開いて田畑などにすること。また、新
しい分野、領域、才能などを切り開くこと。

⑳本州中央部から南側の太平洋に突き出る、日本最大
の半島は、〇〇半島。

㉒地方自治体の一般会計の歳出予算科目は、「〇〇、
こう もく せつ

項、目、節」で構成されています。「土木費」や「教
育費」というのは、この〇〇の名称です。

本
件
は
、
平
成
３０
年
５
月

及
び
同
年
１１
月
に
市
立
ひ
ら

か
た
病
院
が
行
っ
た
診
断
に

関
し
、
令
和
３
年
３
月
に
提

起
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
事

件
訴
訟
に
対
し
て
大
阪
地
裁

か
ら
提
示
さ
れ
た
和
解
案
の

受
諾
に
関
す
る
も
の
で
す
。

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

枚
方
市
土
地
開
発
公
社

事
業
計
画
…
道
路
施
設
用

地
な
ど
６
事
業
の
公
有
用
地

約
１
万
９
３
８
３
平
方
㍍
を

２５
億
７
９
３
０
万
円
で
取
得

し
、
道
路
施
設
用
地
３
事
業

の
公
有
用
地
約
６
０
０
３
平

方
㍍
を
７
億
７
７
０
０
万
円

で
処
分
す
る
。

予
算
総
額
…
収
益
的
収
支

と
資
本
的
収
支
を
合
わ
せ
て

収
入
を
７７
億
３
７
０
０
万
円
、

支
出
を
８５
億
３
９
６
万
円
と

定
め
る
。

公
益
財
団
法
人

枚
方
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

事
業
計
画
…
市
民
ス
ポ
ー

ツ
普
及
啓
発
事
業
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
事
業
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
管
理
運
営
事
業
を
行
う
。

予
算
総
額
…
収
入
を
３
億

９
０
２
２
万
円
、
支
出
を
３

億
９
０
２
１
万
円
と
定
め
る
。

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

一
つ
一
つ
丁
寧
な
対
応
を

質
問

原
告
は
、
市
立
ひ
ら

か
た
病
院
の
所
見
の
見
落
と

し
等
に
よ
り
、
が
ん
の
ス
テ

ー
ジ
が
進
行
し
た
と
主
張
し

て
い
る
が
、
本
事
案
に
対
す

る
同
院
の
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
職
員
の
日
夜
の
奮
闘
は
理

解
す
る
が
、
一
つ
一
つ
へ
の

丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

が
ん
の
告
知
遅
れ
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
の
進
行
は
な

か
っ
た
と
考
え
る
が
、原
告
側

に
心
配
と
負
担
を
か
け
た
結

果
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

委 員 協 議 会 だ よ り
総務委員協議会 ５月２７日

（１）枚方市人権尊重のまちづくり基本計画の策定について
（２）ＳＤＧｓの推進について
（３）枚方市駅周辺再整備における④⑤街区のまちづくりの取り組

み状況について
（４）枚方市立生涯学習市民センター・図書館（複合６施設）の指

定管理について

教育子育て委員協議会 ５月３０日
（１）「就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン」における

後期プラン（素案）について
（２）（仮称）第３次枚方市子ども・若者育成計画の策定について
（３）子どもの気持ちの可視化とＳＮＳ相談の実証実験について
（４）学校トイレ整備に関する取り組みについて
（５）禁野小学校の開校後の取り組みについて
（６）今後の中学校給食について
（７）枚方市立生涯学習市民センター・図書館（複合６施設）及び

枚方市立香里ケ丘図書館・香里ケ丘中央公園みどりの広場の
指定管理について

市民福祉委員協議会 ５月３１日
（１）枚方市立デイサービスセンター等の指定管理について
（２）成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）による介護予防事業

者の選定について
（３）枚方市立障害者社会就労センターの指定管理について
（４）自殺対策計画（第２期）の策定について

建設環境委員協議会 ６月１日
（１）枚方市立火葬場（やすらぎの杜）の指定管理について
（２）禁野小学校の設計・工事の事業者選定について
（３）学校トイレ整備に関する取り組みについて
（４）市街化調整区域内における開発行為の許可について
（５）都市計画道路長尾杉線及び牧野長尾線の整備工事について
（６）都市公園の指定管理等について
（７）枚方市自転車駐車場の指定管理について
（８）私設メーター取替費用補助事業の見直しについて

照
り
つ
け
る
太
陽
が
夏
本

番
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
暑
さ
の
厳
し
い

日
が
続
き
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
に
も
掲
載
し
て
い
る

た
ん
き
ゅ
う

「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」
も
、
シ
リ

ー
ズ
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

毎
回
、
た
く
さ
ん
の
方
に
御

応
募
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会

報
編
集
委
員
に
よ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
動
画
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
御
意
見
を
基
に
、
少
し

ず
つ
紙
面
改
革
を
進
め
て
お

り
、今
号
で
は
、１
面
、４
面
の

カ
ラ
ー
化
や
、
見
出
し
の
改

良
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
一
層
、
紙
面
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
協
議
、決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

御
意
見
、
御
感
想
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…

木
村

亮
太

副
委
員
長
…

大
地

正
広

委

員
…

松
岡
ち
ひ
ろ

加
藤

治
、
奥
野

美
佳

小
池

晶
子
、
田
中

優
子

環
境
教
育
の
充
実
及
び

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
に
向
け
た
学
校
施
設
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
さ
ら
な
る
推
進

を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
環
境
教
育
の
充
実
及
び
学
校

施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１
�
学
校
施
設
に
関
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
新

た
な
技
術
の
開
発
や
周
知
を
行
う
こ
と
。

特
に
、
新
築
、
増
築
と
い
っ
た
大
規
模

事
業
だ
け
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
二
重

サ
ッ
シ
と
い
っ
た
部
分
的
な
省
エ
ネ
改

修
事
業
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
周
知

を
行
い
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

む
自
治
体
、
学
校
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
環
境
教
育
の
充
実
及
び
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
つ
な
が
る
こ

と
に
留
意
し
て
、
周
知
の
徹
底
に
取
り

組
む
こ
と
。

２
�
環
境
教
育
の
充
実
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
て
、
多
く

の
学
校
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
施
設
整
備
に
対
す
る
事
業
予

算
額
を
増
額
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環

境
大
臣

児
童
・
生
徒
用
送
迎
バ
ス
等
の

安
全
基
準
創
設
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、送
迎
バ
ス
等
に
お
け
る
児
童
、

生
徒
の
安
全
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講

じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
児
童
、
生
徒
を
送
迎
す
る
バ
ス
等
の

安
全
管
理
に
係
る
統
一
基
準
を
作
成
し
、

運
転
手
及
び
添
乗
員
に
対
し
安
全
研
修

受
講
な
ど
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。

２
�
幼
児
専
用
車
の
幼
児
用
座
席
に
お
け

る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
設
置
免
除
に
つ
い
て

一
定
の
年
限
を
設
定
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
安
全
装
備
の

設
置
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

船
舶
免
許
交
付
の
厳
格
化
と

海
上
交
通
の
安
全
確
保
を

求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
船
舶
免
許
取
得
の
厳
格
化
と

海
上
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
、
左
記
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
小
型
船
舶
操
縦
免
許
交
付
の
厳
格
化

を
図
り
、
安
全
航
行
等
の
義
務
づ
け
を

強
化
す
る
こ
と
。

２
�
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
試
験
に
つ
い

て
、
国
の
管
理
の
下
、
内
容
の
充
実
と

厳
格
化
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
不
適

格
者
を
排
除
す
る
仕
組
み
に
改
め
る
こ

と
。

３
�
遊
覧
船
等
の
旅
客
を
乗
せ
た
船
舶
事

故
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
旅
客
運
送
契

約
を
遂
行
す
る
た
め
の
免
許
と
し
て
特

定
操
縦
免
許
の
取
得
基
準
を
厳
格
化
す

る
こ
と
。

４
�
特
に
寒
冷
地
に
お
い
て
運
行
さ
れ
る

遊
覧
船
等
に
つ
い
て
、
救
命
い
か
だ
の

搭
載
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
事
業

者
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
必
要
な
補
助

を
検
討
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
総
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
向
け
、
地
方
公
共
団
体
の

状
況
を
踏
ま
え
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
令
和
７
年
度
ま
で
と
し
た
移
行
の
目

標
時
期
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
柔

軟
な
対
応
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
移

行
に
伴
う
適
切
な
財
政
支
援
と
丁
寧
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

２
�
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・
運
用
コ
ス

ト
な
ど
総
合
的
な
支
援
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
市
区

町
村
へ
の
必
要
な
助
言
や
情
報
提
供
な

ど
を
丁
寧
に
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ

と
。

〈
提
出
先
〉
総
務
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣

議
会
は
、
６
月
２４
日
の
本
会
議
で
、
５
件
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公
共
の
利
益
）
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る

も
の
で
す
。

♦

♦

♦

♦

♦

■
意
見
書
へ
の
討
論

財
政
支
援
等
を
国
に

求
め
る
点
を
踏
ま
え
賛
成

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

法
は
、
地
方
自
治
体
の
業
務
を
国
の
シ
ス

テ
ム
の
鋳
型
に
は
め
、
地
方
自
治
を
侵
害

す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
効
率
化
等
を
理

由
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
自
治

体
独
自
の
業
務
が
削
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。し

か
し
、
法
案
可
決
を
受
け
、
目
標
時

期
へ
の
柔
軟
な
対
応
や
財
政
支
援
等
を
国

に
求
め
る
点
を
踏
ま
え
、
本
意
見
書
に
賛

成
す
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
防
止
の

た
め
の
適
切
な
対
策
を
求
め
る

意
見
書

国
会
及
び
政
府
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
防
止
に
向
け
た
適
切
な
対
策
を
促
進

さ
せ
る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ

う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
等
に
つ
い
て

は
依
存
症
と
な
る
人
も
多
く
、
ま
た
、

カ
ジ
ノ
事
業
と
の
整
合
性
の
観
点
か
ら

も
、
国
の
適
正
な
指
導
、
管
理
の
下
に

運
営
さ
れ
る
よ
う
法
整
備
を
行
う
こ

と
。

２
�
全
て
の
都
道
府
県
が
速
や
か
に
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推
進
計
画
を
策

定
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

３
�
地
方
公
共
団
体
が
独
自
に
行
う
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
に
つ
い
て
、
予

算
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
国
家
公
安
委
員

会
委
員
長
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